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ミ
ャ
ン
マ
ー
で
軍
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
が
発
生
し
て
、
一
年
半
が

経
過
し
た
。
混
迷
は
続
い
て
い
る
。

　

ク
ー
デ
タ
ー
に
対
す
る
反
対
運
動
は
暴
力
闘
争
に
転
換
し
、
軍
、

抵
抗
勢
力
、
い
ず
れ
に
も
死
傷
者
が
多
く
出
て
い
る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ

る
政
治
囚
支
援
協
会
（
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
）
に
よ
る
と
、
ク
ー
デ
タ
ー
後
の

民
間
人
の
死
者
は
六
月
に
二
〇
〇
〇
人
を
超
え
た
。
国
連
難
民
高
等

弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
は
、
武
力
衝
突
を
逃
れ
る
国
内
避

難
民
の
数
を
七
〇
万
人
以
上
と
推
計
し
て
い
る
。経
済
に
つ
い
て
も
、

京
都
大
学
教
授

中
西
嘉
宏

な
か
に
し　

よ
し
ひ
ろ　

二
〇
〇
七
年
京
都
大

学
大
学
院
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
研
究
科

修
了
、
博
士
（
地
域
研
究
）。
専
門
は
ミ
ャ
ン
マ
ー

政
治
、
比
較
政
治
。
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
研
究

員
な
ど
を
経
て
現
職
。
著
書
に
『
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
危

機 

「
民
族
浄
化
」
の
真
相
』『
軍
政
ビ
ル
マ
の
権

力
構
造
』、
近
著
に
『
ミ
ャ
ン
マ
ー
現
代
史
』。

混
迷
続
く
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
現
在
地

二
月
三
日
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
北
西
部
・
ミ
ン

ギ
ン
群
の
村
が
焼
き
討
ち
さ
れ
た
。
ミ
ャ

ン
マ
ー
軍
に
よ
る
行
為
だ
と
住
民
は
証

言
す
る
（
ロ
イ
タ
ー
／
ア
フ
ロ
）

ク
ー
デ
タ
ー
か
ら
一
年
半
。
軍
の
実
効
支
配
に
対
す
る

反
対
運
動
は
暴
力
化
し
、
民
間
人
の
死
者
二
〇
〇
〇
人
超
、

難
民
も
七
〇
万
人
を
超
え
、
国
は
荒
れ
て
い
る
。

軍
の
実
効
支
配
と
抵
抗
勢
力
と
の
せ
め
ぎ
合
い
に
、

外
交
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
せ
る
か
。
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一
時
の
混
乱
は
脱
し
た
も
の
の
、
改
善
の
見
込
み
が
見
え
な
い
ま
ま

低
迷
し
て
い
る
。
ま
た
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
外
交
交
渉
か
ら
軍
事
政
権

関
係
者
が
排
除
さ
れ
て
い
て
、
国
際
的
に
は
孤
立
気
味
だ
。

　

こ
の
国
は
い
っ
た
い
ど
う
な
る
の
か
。
軍
は
二
〇
二
三
年
八
月
ま

で
に
総
選
挙
を
実
施
し
て
「
新
政
権
」
に
権
限
を
移
譲
す
る
と
発
表

し
て
い
る
も
の
の
、
選
挙
の
実
施
は
本
当
に
可
能
な
の
か
、
仮
に
実

施
さ
れ
て
も
そ
れ
が
自
由
で
公
平
な
も
の
と
な
る
の
か
、
自
由
で
も

公
平
で
も
な
か
っ
た
場
合
、
国
際
社
会
は
「
新
政
権
」
に
ど
う
反
応

す
る
の
か
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
関
心
を
念
頭
に
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
政
治
情
勢
の
現
状
と
今
後
の
注
目
点
を
指
摘
し
た
い
。

軍
の
実
効
支
配
は
続
く

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
全
土
の
う
ち
、
主
要
な
都
市
部
と
、
中
部
の
都
市
マ

ン
ダ
レ
ー
よ
り
南
の
多
く
の
地
域
で
は
現
在
、
軍
の
実
効
支
配
が
安

定
し
て
い
る
。
爆
発
事
件
な
ど
小
規
模
な
事
件
が
あ
っ
て
、
政
府
の

機
能
は
低
下
し
て
い
る
も
の
の
、
軍
と
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る

国
家
治
安
評
議
会
（
Ｓ
Ａ
Ｃ
）
が
掌
握
し
て
い
る
政
府
機
関
に
代
わ

る
よ
う
な
政
治
勢
力
は
い
な
い
。
少
な
く
と
も
表
面
的
に
は
平
穏
な

日
常
生
活
を
人
々
は
送
っ
て
い
る
。

　

こ
の
実
効
支
配
の
も
と
で
軍
は
ク
ー
デ
タ
ー
の
目
的
、す
な
わ
ち
、

ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
政
権
関
係
者
の
政
界
か
ら
の
排
除
を

引
き
続
き
進
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
前
政
権
関
係
者
の
訴
追
を

通
じ
た
も
の
だ
。
例
え
ば
、表
１
は
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
（
以

下
、
ス
ー
・
チ
ー
）
に
関
係
す
る
訴
訟
の
リ
ス
ト
で
あ
る
。
現
在
ま

で
に
一
九
の
審
理
の
う
ち
五
つ
の
容
疑
に
つ
い
て
一
審
の
判
決
が
出

て
い
る
。
い
ず
れ
も
有
罪
で
、
合
計
一
四
年
の
禁
錮
刑
（
う
ち
二
年

は
恩
赦
に
よ
り
減
刑
）が
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
。
六
月
二
二
日
に
は
、

ス
ー
・
チ
ー
が
首
都
ネ
ー
ピ
ー
ド
ー
の
刑
務
所
内
に
建
設
さ
れ
た
施

設
に
移
送
さ
れ
た
と
報
道
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
拘
束
さ
れ
て
い
た
施

設
か
ら
メ
イ
ド
や
飼
い
犬
が
ヤ
ン
ゴ
ン
に
送
ら
れ
た
と
い
う
報
道
も

あ
り
、
い
ず
れ
か
の
判
決
が
確
定
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
う

な
れ
ば
、彼
女
の
公
民
権
は
す
で
に
停
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

ス
ー
・
チ
ー
の
政
党
で
あ
る
国
民
民
主
連
盟
（
Ｎ
Ｌ
Ｄ
）
関
係
者

に
刑
事
罰
を
課
す
判
決
も
続
い
て
い
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
司
法
府
は

長
年
の
軍
事
政
権
下
で
独
立
性
を
失
い
、軍
の
強
い
影
響
下
に
あ
る
。

六
月
に
は
ス
ー
・
チ
ー
と
関
係
が
深
か
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
下
院

議
員
の
ピ
ョ
ー
ゼ
ー
ヤ
ト
ー
と
、
活
動
家
と
し
て
知
ら
れ
る
チ
ョ
ウ

ミ
ン
ユ
ー
（
通
称
コ
ー
・
ジ
ミ
ー
）
の
死
刑
判
決
（
反
テ
ロ
リ
ズ
ム

法
違
反
）
が
確
定
し
た
。
国
際
人
権
団
体
は
も
と
よ
り
、
欧
米
諸
国

や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
か
ら
も
死
刑
を
憂
慮
す
る
声
が
上
が
り
、
執
行

自
体
は
延
期
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
軍
の
強
硬
姿
勢
に
変
わ
り
が
な
い

こ
と
を
国
際
社
会
に
印
象
づ
け
た
。
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た
だ
、
軍
が
実
効
支
配

の
点
で
優
位
に
立
っ
て

い
た
と
し
て
も
、
ク
ー
デ

タ
ー
前
の
社
会
に
戻
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
。
政
治

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
経
済

も
正
常
化
の
足
を
引
っ
張

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
も
重

な
っ
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

昨
年
の
経
済
成
長
率
は
マ

イ
ナ
ス
一
八
％
と
推
計
さ

れ
て
い
る
。
今
年
の
成
長

率
は
一
％
前
後
が
予
想
さ

れ
て
い
て
、
二
〇
一
一
年

の
民
政
移
管
以
来
、
成
長

の
原
動
力
と
な
っ
て
い
た

海
外
（
特
に
東
ア
ジ
ア
諸

国
）
か
ら
の
直
接
投
資
も

今
後
停
滞
す
る
と
み
ら
れ

て
い
る
。
貿
易
赤
字
が
膨

ら
み
、
外
貨
不
足
が
顕
在

化
し
て
い
る
。「
ア
ジ
ア
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
は
、
発
展
な
か

ば
に
し
て
、
再
び
低
成
長
に
陥
る
可
能
性
が
高
い
。

激
し
さ
を
増
す
武
装
闘
争
に
よ
る
抵
抗

　

混
迷
が
深
ま
る
最
大
の
理
由
が
、
軍
に
よ
る
強
引
な
政
権
掌
握
と

市
民
に
対
す
る
弾
圧
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
に
加

え
て
、
抵
抗
勢
力
の
主
た
る
戦
略
が
暴
力
闘
争
に
傾
斜
し
て
い
っ
た

こ
と
も
理
由
だ
。
図
１
は
二
〇
二
一
年
一
月
一
日
か
ら
二
二
年
五
月

三
一
日
ま
で
の
軍
と
そ
の
他
の
勢
力
と
の
武
力
衝
突
の
数
を
示
し
て

い
る
。
衝
突
数
は
、
現
在
ま
で
減
る
こ
と
な
く
続
い
て
き
た
。

　

そ
の
抵
抗
勢
力
は
複
数
の
集
団
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
決
し
て

一
枚
岩
で
は
な
い
が
、
国
民
統
一
政
府
（
Ｎ
Ｕ
Ｇ
）
を
中
心
と
す
る

統
一
戦
線
が
最
も
存
在
感
を
示
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
Ｎ
Ｕ
Ｇ

は
昨
年
の
ク
ー
デ
タ
ー
時
に
幹
部
を
拘
束
さ
れ
た
政
権
与
党
関
係
者

を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
「
並
行
政
府
」
だ
。
軍
の
弾
圧
を
逃
れ
て
主

に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
を
拠
点
に
、
一
方
で
国
際
社
会
へ
の
外
交
的
働
き

か
け
を
、
も
う
一
方
で
国
内
で
の
抵
抗
運
動
を
指
揮
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

　

Ｎ
Ｕ
Ｇ
が
自
身
の
軍
と
し
て
昨
年
五
月
に
結
成
し
た
の
が
人
民
解

放
軍
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
各
地
で
自
発
的
に
抵
抗
を
続

け
て
き
た
若
者
た
ち
を
軍
の
統
制
下
に
置
く
と
と
も
に
、
軍
に
反
発

9～１９

2021年12月6日　禁錮2年（→1年減刑）

2021年12月6日　禁錮2年（→1年減刑）

2021年1月10日　禁錮2年

2022年1月10日　禁錮1年

2022年1月10日　禁錮2年

表１　アウン・サン・スー・チーが問われている罪（2022年 4月末現在）

  

罪名 法定刑 判決

刑法505条 (b) 項

自然災害管理法違反（25条）

輸出入法違反（8条）

電気通信法違反（67条）

自然災害管理法違反（25条）

国家機密法違反（3条(1)項 (c)号）

刑法130A条

汚職防止法55条

汚職防止法55条

2年以下の禁錮、または罰金、または両者

3年以下の禁錮、またはこれに罰金を併科

3年以下の禁錮、または罰金、または両者を併科

1年以下の禁錮、または罰金、または両者を併科

3年以下の禁錮、またはこれに罰金を併科

国防等に関する情報の場合は 14年以下の禁錮、
それ以外の場合は3年以下の禁錮

不明

15年以下の禁錮、または罰金併科

15年以下の禁錮、または罰金併科

2022年 4月27日　禁錮5年

1

2

3

4

5

6

7

8
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す
る
一
部
の
少
数
民
族
武
装
勢
力
と
連
携
を
図
る
た
め
に
結
成
さ
れ

た
。
こ
こ
で
Ｎ
Ｕ
Ｇ
と
協
力
し
て
い
る
武
装
勢
力
と
は
、
カ
レ
ン
民

族
同
盟
（
Ｋ
Ｎ
Ｕ
）、
カ
チ
ン
独
立
機
構
（
Ｋ
Ｉ
Ｏ
）、
カ
レ
ン
ニ
ー

民
族
進
歩
党
（
Ｋ
Ｎ
Ｐ
Ｐ
）、
チ
ン
民
族
戦
線
（
Ｃ
Ｎ
Ｆ
）
で
あ
る
。

当
初
は
組
織
の
体
を
な
し
て
い
な
か
っ
た
Ｐ
Ｄ
Ｆ
だ
が
、
次
第
に
少

数
民
族
武
装
勢
力
支
配
地
域
で
の
若
者
た
ち
の
訓
練
を
可
能
と
し
、

三
〇
〇
〇
万
米
ド
ル
分
の
武
器
を
調
達
し
て
（
Ｎ
Ｕ
Ｇ
国
防
省
事
務

次
官
の
発
言
）、
武
装
闘
争
を
継
続
す
る
体
制
を
整
え
た
。

　

こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
と
、
軍
に
抵
抗
す
る
若
者
、
一
部
少
数
民
族
武
装
勢

力
の
三
つ
の
勢
力
か
ら
な
る
統
一
戦
線
の
主
戦
場
は
、
主
に
三
つ
あ

る
。
一
つ
は
Ｋ
Ｎ
Ｕ
の
実
効
支
配
地
域
が
あ
り
、
Ｃ
Ｎ
Ｆ
も
活
動
す

る
南
東
部
の
カ
イ
ン
州
や
カ
ヤ
ー
州
。
次
に
、
Ｋ
Ｉ
Ｏ
の
拠
点
が
あ

る
北
部
の
カ
チ
ン
州
。
そ
し
て
最
後
に
、
中
央
平
野
の
北
西
部
、
行

政
区
域
と
し
て
は
ザ
ガ
イ
ン
管
区
南
東
部
と
マ
グ
エ
管
区
北
西
部
で

あ
る
。
こ
の
地
域
は
、
民
族
的
に
は
主
要
民
族
の
ビ
ル
マ
族
が
多
数

を
占
め
る
地
域
で
、
一
九
四
八
年
の
独
立
か
ら
五
〇
年
代
に
か
け
て

ビ
ル
マ
共
産
党
と
軍
と
の
戦
闘
が
あ
っ
て
以
来
、
長
く
戦
闘
と
は
無

縁
の
地
域
で
あ
っ
た
。

　

ク
ー
デ
タ
ー
後
、
農
村
部
も
含
め
て
こ
の
地
域
で
抵
抗
運
動
が
広

が
っ
た
も
の
の
、
都
市
部
の
安
定
を
優
先
さ
せ
た
軍
に
よ
る
部
隊
の

派
遣
が
遅
れ
た
。
そ
こ
に
目
を
つ
け
た
Ｎ
Ｕ
Ｇ
は
、
主
に
Ｋ
Ｉ
Ｏ
支

図1　軍と武装抵抗勢力との戦闘数（2021年 1月～2022年 5月） 

出所）Armed Conflict Location & Event Data Project (ACLED) データセットより筆者作成
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配
地
域
で
訓
練
を
し
た
若
者
た
ち
を
こ
の
地
域
に
送
り
込
ん
だ
。
Ｐ

Ｄ
Ｆ
関
係
者
に
よ
る
と
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
と
Ｋ
Ｉ
Ｏ
と
の
混
成
部
隊
を
支
援

す
る
村
人
が
多
い
こ
と
が
ゲ
リ
ラ
活
動
を
容
易
に
し
て
い
る
と
い

う
。
そ
の
結
果
、
こ
の
地
域
で
の
小
規
模
な
衝
突
が
全
国
で
最
も
多

い
。
Ｐ
Ｄ
Ｆ
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
部
隊
に
対
し
て
ゲ
リ
ラ
的
に
攻
撃
を

繰
り
返
す
こ
と
で
農
村
部
へ
の
侵
入
を
防
ぎ
、
Ｎ
Ｕ
Ｇ
の
い
う
「
解

放
区
」
を
増
や
す
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

　

当
初
は
ス
ー
・
チ
ー
の
非
暴
力
主
義
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
た
め
ら

い
を
見
せ
て
い
た
Ｎ
Ｕ
Ｇ
も
、
最
近
で
は
指
導
者
が
前
線
に
赴
く
写

真
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
公
開
す
る
な
ど
、
武
装
闘
争
に
邁
進
す
る
姿
勢
を

明
確
に
し
て
い
る
。

外
交
的
孤
立
は
変
わ
ら
ず

　

こ
う
し
て
、
抵
抗
勢
力
が
武
装
闘
争
路
線
に
傾
斜
す
る
こ
と
で
持

久
戦
に
持
ち
込
む
こ
と
に
は
成
功
し
た
。
と
は
い
え
、
そ
れ
は
地
方

部
で
の
こ
と
だ
。
首
都
ネ
ー
ピ
ー
ド
ー
や
ヤ
ン
ゴ
ン
で
は
、
人
々
の

生
活
に
日
常
が
戻
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
軍
は
、
自
身
の
政
権
掌
握

を
既
成
事
実
化
し
、
二
〇
二
三
年
八
月
ま
で
の
選
挙
、
そ
し
て
新
た

な
政
権
を
成
立
さ
せ
た
い
は
ず
だ
。
ミ
ン
・
ア
ウ
ン
・
フ
ラ
イ
ン
最

高
司
令
官
が
大
統
領
に
就
任
す
る
可
能
性
も
取
り
沙
汰
さ
れ
る
。

　

だ
が
、
軍
の
目
論
見
が
実
現
す
る
ま
で
に
は
多
く
の
難
題
が
立
ち

は
だ
か
っ
て
い
る
。
な
に
よ
り
も
選
挙
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
不
確

実
な
ま
ま
だ
。
選
挙
時
に
は
全
国
に
四
万
ヵ
所
以
上
の
投
票
所
が
設

置
さ
れ
る
。
こ
の
大
規
模
な
政
治
イ
ベ
ン
ト
を
、
ど
こ
ま
で
平
和
裏

に
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
む
ろ
ん
抵
抗
勢
力
が
黙
っ
て

選
挙
を
傍
観
す
る
は
ず
は
な
い
し
、
そ
も
そ
も
多
く
の
有
権
者
が
投

票
を
棄
権
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
難
し
い
の
は
、
軍
が
企
図
し
て
い
る
政
権
移
譲
を
、
国
際

社
会
に
認
め
さ
せ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
現
時
点
で
欧
米
諸
国
は
軍
に
よ

る
統
治
の
正
統
性
を
認
め
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
軍
関
係
者
や
そ

の
家
族
、軍
系
企
業
、軍
と
の
関
係
の
深
い
財
閥
と
そ
の
企
業
グ
ル
ー

プ
、
一
部
の
国
営
企
業
に
対
し
て
制
裁
を
課
し
て
い
る
。

　

日
本
や
イ
ン
ド
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
っ

た
ア
ジ
ア
の
自
由
主
義
国
も
、
圧
力
外
交
と
は
一
線
を
画
し
つ
つ
、

軍
と
は
距
離
を
置
く
。
当
初
、
関
与
に
よ
る
解
決
の
方
途
を
探
っ
て

い
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
も
、
昨
秋
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
以
来
、
首
脳

レ
ベ
ル
の
会
談
か
ら
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
関
係
者
を
締
め
出
し
て
い

る
。
原
因
は
、
二
〇
二
一
年
四
月
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

が
同
意
し
た
は
ず
の
「
五
項
目
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
に
つ
い
て
、
そ

の
履
行
を
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
が
渋
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
特
使
が
繰
り
返
し
求
め
て
い
る
ス
ー
・
チ
ー
と
の
面
会
を
、

ミ
ン
・
ア
ウ
ン
・
フ
ラ
イ
ン
は
絶
対
に
実
行
し
よ
う
と
し
な
い
。
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一
方
、
選
挙
後
の
関
係
正
常
化
を
視
野
に
入
れ
て
接
近
傾
向
が
見

ら
れ
る
の
は
中
国
で
あ
る
。
中
国
は
欧
米
諸
国
の
圧
力
外
交
に
対
し

て
は
、
内
政
不
干
渉
を
理
由
に
国
連
安
保
理
な
ど
で
も
反
対
し
た
。

直
近
で
は
、
七
月
三
日
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
パ
ガ
ン
で
開
催
さ
れ
た
中

国
と
メ
コ
ン
地
域
五
ヵ
国
と
の
外
相
会
議
に
王
毅
外
相
が
出
席
し
、

そ
の
後
の
個
別
の
外
相
会
談
で
中
国
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
回
廊
の
建

設
加
速
と
両
国
間
の
送
電
網
敷
設
に
つ
い
て
合
意
す
る
な
ど
、
軍
の

実
効
統
治
を
追
認
し
つ
つ
あ
る
。

　

た
だ
、
と
は
い
っ
て
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
の
擁
護
者
と
な
る
わ
け
で

は
な
い
。
同
会
議
後
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
特
使
も
務
め
る
プ
ラ
ク
・
ソ
コ

ン
外
相
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）
と
も
会
い
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
よ
る
事
態
改

善
の
働
き
か
け
を
支
援
す
る
姿
勢
も
改
め
て
示
し
て
い
る
こ
と
や
、

王
毅
外
相
が
ミ
ン
・
ア
ウ
ン
・
フ
ラ
イ
ン
最
高
司
令
官
と
会
談
し
な

か
っ
た
こ
と
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
慎
重
に
軍
と
の
距
離
感
を
保
っ

て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
現
状
で
軍
を
支
持
す
る
こ
と
の
内
外
か
ら

の
反
発
を
警
戒
し
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
実
利
重
視
で
対
ミ
ャ
ン
マ
ー

関
係
の
正
常
化
を
急
ぐ
こ
と
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
の
反
中
感
情
を

刺
激
す
る
ば
か
り
で
、
既
存
の
権
益
を
脅
か
す
。
二
一
二
九
キ
ロ
に

及
ぶ
国
境
を
接
す
る
中
国
が
最
も
望
ま
な
い
の
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

不
安
定
化
だ
。
中
国
も
慎
重
に
状
況
を
見
極
め
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
「
や
っ
か
い
な
隣
国
」
で
あ
る
。

　

中
国
と
と
も
に
ロ
シ
ア
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
を
支
え
る
。
七
月
半
ば

に
ミ
ン
・
ア
ウ
ン
・
フ
ラ
イ
ン
が
「
私
的
訪
問
」
で
モ
ス
ク
ワ
を
訪

問
。
ロ
シ
ア
国
防
省
関
係
者
と
の
会
談
で
両
国
の
軍
事
関
係
強
化
を

確
認
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
軍
備
を
ロ
シ
ア
か
ら
調
達
し
て
き

た
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
と
っ
て
、
国
内
に
武
装
闘
争
を
抱
え
、
同
時
に
中

国
の
影
響
力
が
強
ま
る
な
か
で
、
ロ
シ
ア
を
使
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
取

ろ
う
と
す
る
の
は
こ
れ
ま
で
通
り
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
の

ロ
シ
ア
の
今
後
の
行
方
は
不
透
明
で
あ
る
も
の
の
、
ロ
シ
ア
は
ミ
ャ

ン
マ
ー
に
と
っ
て
、
頼
る
べ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
ろ
う
。

ア
ジ
ア
地
域
秩
序
維
持
の
観
点
を

　

軍
は
実
効
支
配
の
点
で
優
位
に
立
つ
。
他
方
、
抵
抗
勢
力
は
正
統

性
の
点
で
内
外
か
ら
広
範
な
支
持
を
受
け
る
。
こ
の
実
効
支
配
と
正

統
性
の
分
離
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
い
う
国
に
深
刻
な
危
機
を
も
た
ら
し

て
い
る
。
そ
う
筆
者
が
指
摘
し
た
の
が
昨
年
の
五
月
の
こ
と
だ
っ
た

（
本
誌
六
七
号
）。
基
本
的
な
構
図
は
そ
の
頃
か
ら
変
わ
ら
な
い
が
、

こ
の
一
年
で
、
軍
に
よ
る
実
効
支
配
は
や
や
安
定
の
度
を
増
し
、
一

方
で
抵
抗
勢
力
の
武
装
闘
争
は
北
西
部
中
心
に
「
解
放
区
」
の
拡
大

と
い
う
か
た
ち
で
実
を
結
び
始
め
て
い
る
。
し
ば
ら
く
両
者
が
目
標

を
実
現
で
き
な
い
ま
ま
の
攻
防
が
続
く
だ
ろ
う
。

　

先
を
読
む
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
も
の
の
、
今
後
の
注
目
点
を
挙
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げ
れ
ば
、
以
下
の
三
つ
と
な
ろ
う
。

　

第
一
に
、
北
西
部
の
武
力
衝
突
が
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
拡
大
す
る
の

か
ど
う
か
で
あ
る
。
抵
抗
勢
力
は
北
西
部
を
拠
点
に
「
解
放
区
」
を

拡
大
し
、
実
効
支
配
地
域
を
つ
く
り
出
す
こ
と
で
国
際
社
会
に
実
体

の
あ
る
政
府
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。一
方
で
、

紛
争
の
激
化
に
よ
り
、
す
で
に
多
く
の
国
内
避
難
民
の
発
生
や
軍
と

準
軍
事
組
織
に
よ
る
村
落
破
壊
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
紛
争
が

長
期
化
し
、
人
道
危
機
が
拡
大
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
軍
が
選
挙
を
実
現
し
て
文
民
政
府
へ
の
政
権
移
譲
が
で

き
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
軍
の
目
論
見
が

実
際
の
も
の
と
な
る
に
は
ま
だ
い
く
つ
も
の
課
題
が
あ
る
。
今
の
情

勢
で
は
、
限
ら
れ
た
地
域
で
の
、
軍
が
直
接
管
理
し
た
選
挙
の
実
施

と
、低
い
投
票
率
な
が
ら
軍
に
近
い
連
邦
団
結
発
展
党
（
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
）

が
勝
利
し
て
生
ま
れ
る
親
軍
政
権
だ
ろ
う
。

　

第
三
の
注
目
点
は
、
こ
の
軍
主
導
の
「
政
権
移
行
」
に
国
際
社
会

が
ど
う
反
応
す
る
か
で
あ
る
。
欧
米
諸
国
が
受
け
入
れ
な
い
こ
と
を

予
想
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
。
問
題
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
対
し
て

厚
い
国
益
を
持
つ
国
々
の
動
き
が
ど
う
な
る
か
だ
。
中
国
が
選
挙
を

認
め
、「
新
政
権
」
と
関
係
を
正
常
化
さ
せ
る
か
が
最
も
注
目
す
べ

き
点
だ
ろ
う
。
中
国
の
後
ろ
楯
は
「
新
政
権
」
に
間
違
い
な
く
自
信

を
与
え
る
。

　

そ
し
て
日
本
が
ど
う
対
応
す
る
か
。
し
ば
し
ば
立
ち
位
置
が
定
ま

ら
な
い
と
批
判
さ
れ
る
日
本
外
交
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
確
か
だ
と
し

て
も
、
現
状
の
ま
ま
自
由
で
も
公
正
で
も
な
い
選
挙
が
行
わ
れ
て
成

立
す
る
「
新
政
権
」
に
、
支
持
と
支
援
を
表
明
す
る
よ
う
な
こ
と
は

す
べ
き
で
は
な
い
し
、
で
き
な
い
は
ず
だ
。
日
本
国
民
に
も
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
国
民
に
も
説
明
が
で
き
な
い
し
、
今
年
五
月
に
発
表
さ
れ
た

日
米
共
同
声
明
「
自
由
で
開
か
れ
た
国
際
秩
序
の
強
化
」
に
お
い
て

も
、「
暴
力
の
即
時
停
止
、
不
当
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
人
々

の
解
放
、
阻
害
さ
れ
な
い
国
全
体
へ
の
人
道
ア
ク
セ
ス
、
そ
し
て
民

主
主
義
の
早
期
回
復
」
を
求
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
要
請
と
か
け
離

れ
た
政
権
移
譲
を
日
本
が
単
独
で
認
め
る
こ
と
は
、
ア
ジ
ア
の
地
域

秩
序
の
安
定
を
と
も
に
目
指
す
日
米
の
関
係
に
も
望
ま
し
く
な
い
。

　

た
だ
そ
の
一
方
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
日
本
が
関
与
し
な
く
な
る
と

う
こ
と
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
対
す
る
中
国
の
影
響
力
の
増
大
と
、
中

国
と
イ
ン
ド
洋
を
つ
な
ぐ
地
政
学
上
の
要
衝
へ
の
日
本
の
影
響
力
低

下
を
意
味
す
る
。
近
い
将
来
の
台
湾
有
事
の
可
能
性
は
こ
れ
ま
で
も

指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
に
、
よ

り
切
迫
感
を
も
っ
て
日
本
で
は
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア

の
地
域
秩
序
を
ど
の
よ
う
安
定
さ
せ
る
の
か
、
そ
う
し
た
大
き
な
絵

の
中
で
も
、
対
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
策
を
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。「
政
変
後
の
様
子
見
」
の
段
階
で
は
も
は
や
な
い
。
●




